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福岡市は、再生リンを有効活用するため、エコ肥料の製造について、ＪＡ全農ふく
れんと連携します。 
和白水処理センターで回収した再生リンをＪＡ全農ふくれんに供給し、再生リンと

福岡県内ＪＡグループのたい肥を使ったエコ肥料「e・green」シリーズを、ＪＡ全農
ふくれんが県内の各ＪＡを通じて販売します。福岡市内においては、ＪＡ福岡市とＪ
Ａ福岡市東部で販売されます。 
肥料の製造について、ＪＡ全農ふくれんと地方自治体が連携することは、初めての

取り組みとなります。 
肥料の原料に欠かせないリンは、ほぼ全量を輸入に依存していますが、今回のエコ

肥料の原料には、福岡市の再生リンを活用します。新しい肥料の価格は従来品に比べ
て約 20～30％安く、現在の肥料価格高騰対策となり、農家のみなさまと福岡市民の
みなさまの食卓の支えにつながります。 
また、ＪＡ全農ふくれんが販売するエコ肥料が、県内を流通することは循環型社会

の構築につながります。 

● 持続可能な都市資源となる「再生リン」

下水から回収する再生リンは、安定的な供給が可能な都市資源です。
再生リンがエコ肥料の原料に使われ、エコ肥料で育てられた野菜など

が市民のみなさまの食卓に届き、リンは資源として循環します。 
再生リンの有効活用は、脱輸入依存や環境負荷の低減につながるた

め、福岡市は、今後も再生リンの有効活用の促進に取り組みます。   

再生リンを活用した 
資源循環の新たな取り組みを開始！ 
～JA全農ふくれんと協働でエコ肥料を製品化～ 

職員考案ロゴが掲載されたエコ肥料「e・green」 

再生リンの資源循環イメージ 

※「再生リン」とは
水処理センターでは、博多湾の環境保全を目的とし

て、高度処理に取り組んでいます。下水を浄化する過
程で、リンを回収し、これを「再生リン」として有効
活用しています。 

※ふくまっぷ neoは 
再生リンの肥料登録名称です

職員考案ロゴ 

【お問い合わせ先】 
和白水処理センター 
所長 佐々木 
ＴＥＬ 092-607-7001 
ＦＡＸ 092-607-7002 
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全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農） 

 

全国農業協同組合連合会 福岡県本部（JA 全農ふくれん）は、福岡市と連携し、国内未利用資源

を活用した肥料の開発・販売を開始します。 

 現在、輸入に依存している肥料原料のリンについて、福岡市和白水処理センターで回収した再生

リンを肥料原料として使用します。加えて、ＪＡグループの堆肥を使用することで、循環型社会の

構築を目指します。 

 

【概要】 

（１） 「再生リン」とは 

福岡市道路下水道局和白水処理センターにおいて、博多湾の

環境保全を目的として、高度処理を行っています。その過程

でリンを回収し、「再生リン」として肥料原料に活用します。 

 

（２） 「みどりの食料システム戦略」の推進 

輸入に依存している肥料原料を、福岡市の都市資源である再

生リンとＪＡグループの堆肥を使用することで、環境負荷軽

減、持続的な産業基盤の構築を行い、豊かな食生活につなげま

す。 

 

（３） 「e・green」シリーズの販売銘柄 

「８・８・８」 「７・７・７」 「１４・５・５」 

 

（４） 肥料販売について 

福岡県内のＪＡでお買い求めいただけます。 

（８月下旬ごろ販売開始予定） 

 

 

 

 

 

※包材は変更になることがあります。 

福岡市の回収リン酸を活用した肥料の開発について 

【お問い合わせ先】 

ＪＡ全農ふくれん 農機資材部 生産資材課  田淵・青柳 

ＴＥＬ:０９２-７６２－４７１０   ＦＡＸ:０９２-７８１-４２３１ 
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